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  学校教育目標 

共に学び共に伸びる子ども 

・いのちを大切にできる子ども   ・だれとでも仲良く協力し合う子ども 

・意欲をもち学習する子ども ・ねばり強くはたらく子ども 

   令和 7年 5月 22日 第 55号 

1000円の靴下 

去年の夏のことです。暑い中、どうせなら汗が噴き出るものを食べようと、

わざわざ奈良まで、麻婆豆腐(まあぼうどうふ)を食べに行ったことがありま

す。幸か不幸か、お店は定休日。同伴者に「ちゃんと調べとき」と苦言。 

その代わりに何を食べたのか全く思い出せませんが、杵と臼でつきたて

の餅を売っている店の前を通りかかって「また、値上げしている」とつぶやい

たのは、記憶にあります。 

いつのころからか、奈良の靴下が有名だと、道中話題になり靴下屋を探

しました。近鉄奈良駅の近くで発見。 

飛び込んで色々見ていると、たくさんの種類に圧倒されました。同伴者

は、店長と仲良く話をして「どれでもいいから買ってあげる」と一言。 

店内をうろうろしていると一足 1000円の靴下を発見。長い間生きてき

ましたが、今までに見た最高値の靴下です。 

思い切って買ってもらいました。 

話は、先日のことに代わります。 

夏用の靴下が行方不明になっていたので、近所のス－パ－へ。またもや、

1000円の靴下を発見、と言っても、なんと 10足で 1000円。1足あたり

100円です。私史上最安値の靴下。 

早速購入し、今履いています。 

1000円の靴下と 100円の靴下。 

値段の違いは分かるのですが、素材や履き心地などよくわからないのが

実感です。果たして、100円の靴下は、すぐにダメになるのでしょうか。 

また報告します。(いらんか。) 


